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第８６号（２面）２０１２年４月１８日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





****************************************************************








交流コーナー





 ◆市内の九条の会の


　情報をお寄せ下さい





▼Ｅメール


 choufu9jou@yahoo.co.jp





▼郵送 〶182-0025


 　調布市多摩川６-12-６ 


 　　　　　　  鈴木気付











　◆･･東日本大震災以降、緊急事態条項が現憲法にないことを理由にした明文改憲論と解釈改憲も横行しているにもかかわらず、九条の会ができるペースがかなり落ちているとの高田健さんのお話に危機感を持ちました。民主党は、それほど改憲に力をいれてないのに、政局で自民党や公明党の協力を得る材料として改憲に走ろうとしていることは許せません。原発事故によって、今まで社会問題に関心をもたなかった人々が新たにに運動に参加しています。このような人たちと九条を守る運動を結びつけることが今の課題ではないかと思います。（渋谷・Ｓ）


　◆･･高田さんがおっしゃった「一三条、二五条など他の条文と関連づけて九条の精神を語り、行動していくことが大切。九条の会はずっとそのようにやってきた」ことの意味は、特に大きいと感じています。「適正実施」を口実にしたる生活保護へのバッシング。自民党もみんなの党も生活保護の改正を主張していますが、その中身はひどいものです。最高裁での東京生存権裁判は敗訴しました。増税がセットの社会保障の切捨て案が国会審議されているなど、原発と併せてさまざまな形で九条とともに他の条文全般への攻撃が強まってきている今、地域の中で語り拡げていく草の根の運動の大切さを痛感しました。（多摩川　加藤由美子）


　◆･･穏やかな話し方でじゅんじゅんとお考えを述べてくださいました。憲法が当面している危機がよくわかり、焦りを覚えます。橋下や石原に惹かれる層にどうやって喰い込んでいくか、難しいけど工夫していかなければと思います。マスコミについて「おかしい」と思ったり「怒り」を感じたときは必ず抗議の電話を入れようと思います。もっと多くの人に集まってほしかったと思います。もったいなかったです。（上石原　鵜澤希伊子）


　◆･･最近の改憲動向がよくわかり、現在の状況の大変さが理解できました。脱原発の社会、核兵器のない社会の中心軸に九条の会があることを再認識する必要があるのでしょう。憲法は国家（政府）を縛り、法律は国民を縛る、という区別を、「九条の会」の発会式で井上ひさしさんからきいたことを思い出しました。「同円多心」の重要さがよくわかりました。（無記名）


　◆･･武器輸出三原則、非核三原則、PKO五原則の緩和、武器開発と生産への日英合意、南スーダンへの自衛隊派遣、派遣恒久法への動き、タガがはずれたようにと高田さんが言われた通り、野田政権の許しがたい緩和政策は、ジワジワと改憲への道の地ならしをしています。昨年一一月に憲法審査会が始動すると、高田さんは毎回傍聴しておられます。両院ですでに一九回開かれたとのこと。大震災のすぐ後の五月、緊急事態条項が持ち出され、改憲論が強まり、自民党は四月二八日に第二次憲法改正案発表を予定していること、その先に選挙がつながります。「維新の会」などの動きもあり、憲法は危機にさらされています。「九条の会」の底力はこの危機を乗り越えることができるでしょうか。覚悟が試されます。反改憲の政党は選挙ごとに議席を減らしている。このままでいいのでしょうか。過去のしがらみを越えて改憲を防ぐ力が必要です。ワイマール憲法崩壊時の選挙でも、この問題は大きかったのです。（国領町　奥平せい子）


　◆･･会場からの発言で、マンションに親睦団体を作り、お仲間を誘って二月の「憲法ひろば」に参加したというお話があり、感銘を受けた。近隣に「九条」の話をひろげることが一番大切で、一番難しい。六月の会にはまた誘ってくださるとのこと、とても嬉しかった。（布田　石川康子）





５月は例会開催を見合わせて憲法集会へ！


201２年 輝け九条 生かそう憲法


平和とくらしに 被災地に


　　日時：5月3日(木)13時00分～ 　場所：日比谷公会堂


　　主催：5･3憲法集会実行委員会　＊｢ひろば｣の仲間と野外


　　参加される方は、12時に新宿駅西口丸ノ内線改札口集合








６月８（金）～１０日（日）　 於：たづくり２階｢南ギャラリー｣


◆原発に関する展示  ｢放射能から子どもの未来を守る調布の会｣と共催


◆寸劇　　　　　　　　　  　　　　　　　  　 ｢アステル｣と共催


６月９日（土）１０時３０分～　於：たづくり８階｢映像シアター｣


◆アニメとお話　高部優子さん    ｢平和アニメプロジェクト｣と共催


　　みんながハッピーになれる方法


６月１０日(日)　１４時～　　 於：たづくり８階｢映像シアター｣


◆映画と講演　湯本雅典さん　＜資料代300円＞


　　子どもたちを放射能から守れ 福島のたたかい（37分）


　　私たちは忘れない 福島 避難地域の教師たち（33分）








◆お話：笠原十九司さん　歴史学者。都留文科大学


名誉教授 。専門は中国近現代史。岩波新書「南京事件」の著者


●日時：７月２２日(日)13時半～


●場所：あくろすホール　 ＜資料代300円＞





第七二回例会


　 二〇一二年四月十四日
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